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はじめに

本論説は土方康世先生が、うめだ中医学研究会にお
いてご講演くださった中医学入門の講義を弟子であ
る戸城えりこ、仲尾真美代が山崎武俊をアドバイ
ザーとして、土方先生亡き後、後学の助けとなるよ
う先生の資料をリニューアルし再講義をおこなった
資料である。

入門とは称するものの、古典理論の踏襲とともに現
代医学的意味を常に問い続けた土方先生の業績を残
せることは望外の喜びである。

この資料が漢方を学ぶすべての人の道標とならんこ
とを願い巻頭の言葉とする。

北摂中医学研究会代表 峯尚志



寺子屋中医メモ Mamiyo＆Yasuyo 

仲尾真美代先生が
土方康世先生と二人で中医学のエッセンスをまとめた
貴重なメモ（要点集）

原則 講義スライドは当時の講義資料の写しを用いますが、理解を深めるために
「寺子屋中医メモ」を資料として織り込みます
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【2022年現在絶版・入手困難のもの】
中医学基礎
症状による中医診断と治療
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第1回
2013年

4月
中医学の歴史 中医学基礎の概要 中医学理論の
基本的特徴 気・血・津・液・精

第2回
2013年

6月
気血津液精 陰陽五行説

第3回
2013年

9月
五行理論、経絡

第4回
2013年

11月
臓腑と臓腑弁証 第1節 心

第5回
2014年

1月
臓腑と臓腑弁証 第2節 肺

第6回
2014年

3月
臓腑と臓腑弁証 第3節 脾胃

第7回
2014年

5月
臓腑と臓腑弁証 第4節 肝胆

第8回
2014年

7月
臓腑と臓腑弁証 第5節 腎

第9回
2014年

9月
第４章 疾病と病因

第10回
2014年

11月
第４章 疾病と病因-2

第11回
2015年

1月
五行理論の臨床応用

第12回
2015年

3月
五行学説理解のための説明

第13回
2015年

5月
五行学説理解のための説明 臓腑弁証ほか（脾肺、
大腸）

第14回
2015年

7月
相生・相剋・相乗・相侮の症例検討、五行理論を
使った  治療戦略

第15回
2015年

9月
脈診

第16回
2015年

11月
舌診

第17回
2016年

1月
脳 子宮 三焦

第18回
2016年

3月
八綱弁証

第19回
2016年

5月
気血弁証

第20回
2016年

7月
臓腑弁証 心小腸

第21回
2016年

9月
臓腑弁証 肺大腸

第22回
2016年

11月
臓腑弁証 腎と膀胱

第23回
2017年

1月
病邪弁証 風寒

第24回
2017年

3月
病邪弁証 六淫（湿、熱/火、燥）

第25回
2017年

5月
病邪弁証 六淫（食積、気滞、血瘀、痰飲、水腫）

第26回
2017年

7月
霊梅参について

第27回
2017年

9月
傷寒論と温病、六経弁証

第28回
2017年

11月
外感熱病弁証

第29回
2018年

1月
衛気営血弁証

残り部
分

治則（正治反治、袪邪扶正、調整陰陽）と治法
（汗法、清法、下法、和法、温法、補法、消法、開
竅法、固渋法、鎮納法）

うめだ中医学勉強会 2013年4月ー2018年1月
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おおさか女医ネット漢方勉強会資料より
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＊スライド12-14参照
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＊スライド14-15参照



原始共同体 穴居生活 （厳寒な気候、野獣から身を守る）

原始氏族社会 生産向上、家屋の建築、男耕女織
自分たちの保護のための簡単な措置を行った。
（＝人類の最も古い保健衛生） 
有毒物の摂取、有益となる物質の発見→ 薬物に関する知識の蓄積
淮南子「修務訓」に神農についての記載あり
原始社会の後期には一定の薬物の知識を持っていたことがわかる。

奴隷社会 物質生活は豊かになる医は
殷墟からの発掘物である甲骨文に多くの疾病などに関する記載あり。
巫・易の影響残る。
当時の文化や知識は奴隷主が独占

封建社会（春秋戦国時代）政治経済文化すべてに変化
生産力増とともに神権や迷信から脱却、顕著な発展、農民一揆
支配者階級は打撃を受ける
医薬学発展

中医学基礎 p2-3



＊例として明代の繆希雍ぼくきよう（仲淳）は否定派だった。

＊五運六気学説＝現在も運気学説に関しては意見が分かれる。

＊扁鵲と号した民間の医師・秦越人は脈理に通じていた。
当時の医家は巫術に反対していた。
史記・扁鵲倉公列伝 「信巫不信醫、六不治也」

中医学基礎 p2-3



春秋戦国時代以降

ⅰ．黄帝内経は最古の中医学の参考書で、素問（人体

の生理，病理）、霊枢（鍼灸主体）に別れており、完全に

は解明されてないが、後世の学説の元となった。五臓六

腑・経絡・病機・診断方法・弁証などの記載があり哲学的

説明（陰陽・五行・気・天と人など）も含む。

ⅱ．難経：黄帝内経を発展させたもの。

ⅲ．神農本草経：中国最古の薬学書

ⅳ．傷寒雑病論：張仲景が書いた。黄帝内経を基礎とし
自身の経験も組み入れた。

弁証論治を初めて用い後世の診断理論の元となった。
後に傷寒論、金匱要略に別れている。

ⅴ．脈経（みゃくきょう）：脈診

春秋・戦国時代
(紀元前800〜200年)

縄文時代

後漢(0〜200年)

弥生時代

魏・晋・南北朝(≒六朝)
時代
(300-600年)

古墳（≒大和）・飛鳥
奈良・平安

成立年代

寺子屋中医メモ



諸病源候論 当時の疾病についての広範囲かつ詳細で正確な記載
中国伝統医学の病理の専門書。
伝染性の発病因子が戻気であるという認識があった。

備急千金要方 千金翼方 薬物学、老人学、食事療法、予防法など
孫思邈が国内外の名処方を収拾分類し後世に残した。

外台秘要方 6800種以上の処方を記載。

650年頃
＊しばしば千金方と
 略して呼ばれる
全30巻
千金翼方は続編
外台は唐初期

隋・唐時代(600-900年)

隋代の医家
巣元方らにより
610年頃に完成
したとされる

宋代

太平聖恵民和剤局方
済生方
銅人腧穴鍼灸図経（王惟一） 婦人大全良方（陳自明）
小児薬証直訣（銭乙）

平安・鎌倉時代

古墳（≒大和）・飛鳥
奈良・平安時代
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＊スライド17参照



ⅵ．金元四大家：

劉元素＝劉河間（病源は火からくると唱え寒涼薬多用→寒涼派）

張子和（ 病源は邪で、発汗・嘔吐・瀉下で攻撃→攻下派）

李杲＝李東垣（病邪は脾胃機能低下で治療は補脾胃→補土派）

朱丹渓（人体は陽余り、陰不足→陰潤し火鎮める→養陰派）

ⅶ。温病学：清代に発展した急性熱病（瘟疫）流行時に出来た学説。

葉天士、呉鞠通。衛気営血弁証、三焦弁証を提唱。

ⅷ。清王朝末期 1911年以降

 清王朝末期から、国民党政府時代までの政府は、中医を廃し西洋化一
辺倒となる。しかし、病からの解放を願う大衆の素朴な想いに支えられ、
中国伝統医学はその灯を消すことはなかった。  

瘟疫＝温疫 おんえき

疫癘の邪気を感受して発生する
多種類の急性伝染病の総称

寺子屋中医メモ



＊スライド19 (次スライド）参照



※1949年以後 中華人民共和国 成立以降。

1950年 中西医の結合による伝統医学発展の声明。
1956年 北京、上海、成都、広州の4大都市に 国立
中医学院設立。

1993年：北京・上海中医学院が中医薬大学に昇格。
続いて、広州・南京・成都と昇格。

1999年： 医師法制定。 中医学は発展を遂げ、現代
へと続く。

※参考：日本漢方は中国から輸入された。平安時代
になり日本人向けに丹波康頼が編集した「医心方」
がある。その後明、宋から伝わり、曲直瀬道三は明
医学を元に「啓迪集」を表す。その後日本独特の発
展を遂げた。）

文化大革命 (1966-1977年）により一時衰退

1979年 中医事業用の補助経費を発展させる旨が
国家憲法に明記される。
1981年 中医学を含む伝統医学を発展させる旨が
国家憲法に明記される。

寺子屋中医メモ



Kampo Study Notebook 
漢方の歴史 監修曽戸洋
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Kampo Study Notebook 
漢方の歴史 監修曽戸洋
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Kampo Study Notebook 
漢方の歴史 監修曽戸洋
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唯物観（生命は物質で陰陽があり、対立や統一しながらたえず運動し変化
発展している）

弁証観（万物には共通物質根源があり、森羅万象は独立したものでなく互
いに関連・制約しあっている）を元に基本的特色が導かれる。

（１）整体観念
人体は有機的に統一された1つの整体（様々な要素が関連し合って構成された
統一体）であり、 更に人間と自然界も1つの整体とみなす。例えば、ストレスに
より動悸と胃痛が起こる。

（２）弁証論治
中医学の病気に対する認識と治療の基本原則。弁証は四診（望診･聞診･問
診・
切診）から得られた情報を検討し病気 の原因･性質など判断し、論治とはその
結果に基づいて治療方法を決めること。

中医学の特色

寺子屋中医メモ
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（１）陰陽学説
宇宙のあらゆる物は陰陽の対立，統一の結果である。陰陽は対立するもので
あるが、切り離すことは出来ない。陰陽の例（表１）。

磁石を真ん中で切断すると無数の磁石が出来る。

北極（N極） 南極（S極）

陰陽五行

寺子屋中医メモ



火や温かく動きのある物：陽に属する。
水や寒く暗い物や静止状態の物：陰に属する。

ある物の陰陽は絶対的でなく比べる相手によって変わる。
例えば、人体の頭は陽、胸部は陰(上下関係)。しかし胸部と足では胸部が陽、足は陰。

寺子屋中医メモ
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気、血、津、液
人体を構成する基本物質。組織器官の機能活動の物質的基礎。

寺子屋中医メモ





1. 気
（１）気の基本的概念
古代の人々が自然界の動く物を見て、運動を起こしている原因は分からなかった。
そこで「気」と言うものが原因であるとした。気とは精微物質であり、森羅万象
すべてに存在すると考えた。 中国ではATP化合物が気の元であるとする考えも
ある。ATP化合物はエネルギーが必要になる場面になると分解してエネルギーを
生産するからである。

（２）気の生成
人は生まれてくるときに親から受け継ぐ、腎由来の“先天の精気”、生まれた後

は食べ物からの栄養物質、脾由来の（水穀の精氣＝“後天の気”）、自然界から受
け取る肺を介する清気（酸素など）の三つからなる。

寺子屋中医メモ









Multidetector CT Features of Mesenteric Vein Thrombosis

Rafael Duran et al Multidetector CT Features of Mesenteric Vein Thrombosis September 2012 Radiographics 32(5):1503-22

https://www.kango-roo.com/learning/1583/



https://www.slideserve.com/kamil/pleura-and-lung

Pleural and  Lung 
https://www.slideserve.com/kamil/pleura-and-lung（参照2022/４/3)

Wikipathologiaより



中医学入門 （第2版）









【方法】2003年5月15日～2005年10月31日の間に性器下垂感を主訴に受診し、子宮下垂症、膀胱下垂症と診断さ
れた24例のうち服薬中止例を除いた22例を対象とした。（子宮下垂症17例、膀胱下垂症5例）主観的評価として
下垂感の自覚をNRSにて自己評価、客観的評価としてBaden-Walk法を用いた。有意差検定はWilcoxon U-testに

より行い、p＜0.005を優位と判定した。対象となった症例に、治療中、瞑眩・副作用と考えられる症状の発現
はみられなかった。





血管平滑筋と狭心症治療薬＝PowerPointPPT Presentationより
https://www.slideserve.com/forbes/3264677（参照2022/４/3)

















軽いものは「傷津」、程度の重いものは「傷陰」（脱液）といい熱性病によく見られる。

仙頭正四郎 標準東洋医学

寺子屋中医メモ







中医学入門 （第2版）



















中医学入門 （第2版）







図説傷寒論 白石佳正



金匱要略 痰飲咳嗽病脈証
「仮令痩人、臍下有悸、吐涎沫而癲眩、
此水也、五苓散主之。」

太陽病中篇71条太陽病蓄水証
「太陽病、発汗後、大汗出、胃中乾、
煩躁不得眠、欲得飲水者 ・・・
若脉浮、小便不利、微熱、消渇者、五苓散主之。」

金匱要略 消渇小便不利淋病脈証
「渇欲飲水、水入則吐者、名曰水逆、五苓散主之。」

図説傷寒論 白石佳正

太陽病下篇156条
「以下之、故心下痞。（略）其人渇而口燥煩、
小便不利者、五苓散主之。」

太陽病中篇72条
「発汗已、脉浮数、煩渇者、五苓散主之。」
太陽病中篇73条
「傷寒、汗出而渇者、五苓散主之。」
太陽病中篇74条

「中風、発熱六七日不解而煩、有表裏証、渇欲飲水、
水入則吐者、名曰水逆、五苓散主之。」
霍乱病
「霍乱、頭痛、発熱、身疼痛、熱多欲飲水者、五苓散主之。」

傷寒雑病論 東洋学実出版社
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